
建築への信頼が問われる今、変わるべきは 100 万人の＜建築士＞の職能だ！ 

http://www.gakugei-pub.jp/

全国の書店・ネット書店で販売

定価：2,530 円（税込）
発行：学芸出版社第１回これからの建築士賞審査結果を紹介した『これからの建築士ー職能を拡げる 17 の取り組み』（編著：倉方俊輔、

吉良森子、中村勉　協力：東京建築士会）が出版されました。この賞の内容が詳しく掲載されています。
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過去の受賞提案こちらからご覧いただけます。
https://tokyokenchikushikai.or.jp/award/index05.html

これからの建築士賞第9回
2023

「建築士」は日本の都市と建築にかかわる重要な職能資格であり、
設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、発注者など幅広い業務
に携わりながら、未来につながる社会の実現のため努力してきま
した。近年では防災、環境、高齢化と人口減少、歴史文化の喪失な
ど多くの課題の中で、その専門的な知見を生かしながら、魅力的
な社会、街並み、建築空間の実現を目指して活動しています。

なかでも最近は他の建築関係の会とも連携し、それぞれの地域を
ベースにした協働も盛んになってきており、これらの新たな活動
が大きな波となって地域社会の未来に力となる事も期待されてい
ます。多様な分野における建築士ならではの新しい動きに光を当
て、顕彰し、支援するとともに広く世の中に伝えようとするのが
「これからの建築士賞」の目的です。

募 集 要 項

6月 上 旬　公告
8月31日　応募書類提出締切
9月 下 旬　審査会
2024年6月上旬　東京建築士会総会の席上で顕彰予定

6. 審査・顕彰

受賞者の活動資料を上記総会時に配布します（活動資料はA4版、受賞者が作成するが、
場合によっては推薦者が協力する）
受賞者及びその活動資料については本会会誌、ホームページに講評とともに掲載するほ
か、各メディアに公表予定。
※後日、審査員と受賞者によるプレゼンテーションの機会を準備する予定。

7. 発表・その他

2023年8月31日（木）必着
応募書類は、下記のメールまたは郵送にて提出ください。
郵送の場合は、8月31日の消印有効。

8. 応募締切

一般社団法人 東京建築士会　「これからの建築士賞」 係
〒103-0006 東京都中央区日本橋富沢町11-1 富沢町111ビル5階
TEL：03-3527-3100　FAX：03-3527-3101
E-Mail：event02@tokyokenchikushikai.or.jp
https://www.tokyokenchikushikai.or.jp/

9. 応募書類提出先・お問合せ先

都市と建築に関わる近年の活動や業績で、設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、
発注など建築士としての多様な立場を通じて行った未来につながる社会貢献に対
して、その活動・業績を担った建築士もしくはそのグループを顕彰する。
未来につながる社会貢献とは、たとえば、美しい景観の形成、安全で魅力的なまち
づくりや空間の提案、自然環境や歴史的環境の保全、地球温暖化・人口減少・高齢
化社会に対する提案、弱者に対する対策、文化・にぎわい・コミュニティの創出、建
築に関する啓蒙・普及など多様であるが、さらに、これからの建築士の仕事を開拓
するような、従来の建築士の枠を拡げる活動の応募も大いに期待したい。

1．賞の対象

これからの建築士賞　10点程度 （但し、応募点数による）
2．名称及び受賞数

別紙候補推薦書に記入の上、必要に応じて参考資料をA4用紙3枚以内にまとめて、事務
局まで提出のこと。関係資料は返却されないものとする。郵送、メールによるデータの
送付も可能。候補推薦書は東京建築士会ホームページからダウンロード可能。自薦、他
薦を問わない。

4. 応募方法

原則として建築士もしくは建築士を含むグループで、活動のベースが首都圏にあること。
過去の応募者の再応募は可とする。
審査員が直接係った案件は応募対象から除外される。また審査員が所属する事務所、グループ
が審査対象となる場合は、その案件に係る一切の審査から外れるものとする。

3. 応募資格

5. 審査員
石川 初    （慶應義塾大学 環境情報学部 教授）
加藤 耕一 （東京大学 大学院工学系研究科 建築学専攻 教授）
高井 啓明 （株式会社 竹中工務店 設計本部 プリンシパルエンジニア）
西田 司    （オンデザイン代表/東京理科大学准教授）

 

1
 業績名 石ころの庭

 受賞者 岩瀬 諒子、遠藤 郁

2
 業績名 “Flying Dragon” 地域を活性化する「汎用性ある仕組み」の構築

 受賞者 堀川 秀夫、田中 秀弥、名和 研二

3
 業績名 町会長建築士が取り組む下町まちづくり

 受賞者 金谷 直政

入賞5点（応募点数17点）

5
 業績名 ニューマチヅクリシャ

 受賞者 一般社団法人ニューマチヅクリシャ／スタジオメガネ一級建築士事務所
横溝 惇

　

4
 業績名 さまざまな公共性に寄り添うメディウムとしての空間

－HIRAKU IKEBUKURO 01 SOCIAL DESIGN LIBRARY－

 受賞者 松原 菜美子、田中 比呂夢

　

審査員による総評・講評および入賞作品の詳細は、こちらからもご覧いただけます。
https://tokyokenchikushikai.or.jp/award/pdf/korekara-vol.9.pdf
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加藤 耕一（東京大学 大学院工学系研究科 建築学専攻 教授）

私たちは大きな時代の転換点に立っています。こ
の時代に「これからの建築士」は何を目指し、何
を実現していくのでしょう。その問いに対してど
のような解が提示されるのか、たいへん楽しみに
今回の審査に加わらせていただきました。多数の
応募の一つひとつを拝見し、この変化の時代のな
かで、建築士という生業そのものが、定まった路
線の上を進むだけのものではなくなり、道なき道
を切り拓くための発想力や行動力が、ますます
必要とされていることを強く実感しました。多
数の応募はいずれも興味深く、正解は決してひ
とつではないこと、その可能性が多様に拡がっ
ていることを示していただいたように思います。 

「建築士」とは専門性に基づいた「士業」ですから、「こ
れからの建築士」としての活動が、新たな「業」のあ
り方に結びついていくことも重要だろうと思いま
す。専門家として切り拓かれた新たな仕事は、どのよ
うな新たなビジネスを生み出していくのでしょう。 
また、審査員の議論のなかで、始まったばかりの新た
な試みについては、もう少し継続性を見てみたいと
いう理由から、今回の受賞については見送りになっ
た応募もありました。ぜひ活動をさらに盛り上げて、
再応募していただくことを楽しみにしています。

石川 初（慶應義塾大学 環境情報学部 教授）

この賞の審査を担当して２年目となりました。今回、
昨年度に比べて応募数が大きく増えたことは嬉しい
驚きでした。応募された書類に載っている様々なプ
ロジェクトや仕事を拝見しながら、建築士が担いう
る職能の拡張にはまだまだ色々とあるもんだ、とい
うのが正直な感想です。今回は特に、まちづくり・地
域づくりへの貢献が多いように感じました。空間や
施設を構想し、それを実装することで問題を解決す
る、そういう実践で鍛えた思考とスキルが地域社会
や共同体の課題解決に発揮されるということを、あ
らためて実感しました。この点において、応募された
プロジェクトや応募者の活動・活躍の内容はどれも
建築士のスキルを活かし仕事を拡張するものとして
優れた事例となっていたと思います。そのなかで特
に「これからの」建築士として注目したのは、その実
践内容自体が職能を越境するような、より冴えた一
歩を踏み出していると思われたプロジェクト・活動
でした。今回、惜しくも受賞対象として挙げられな
かった応募者・応募チームの皆さんも、これからの動
きに期待を抱かせるものが多くありました。応募下
さった皆さん、ありがとうございました。

［第 9 回 これからの建築士賞］

石川 初（いしかわ はじめ）
慶應義塾大学環境情報学部教授、博
士（学術）／1964年生まれ／1987
年東京農業大学農学部造園学科卒
業／鹿島建設建築設計本部 、米国
HOKプランニンググループ、株式会
社ランドスケープデザイン設計部
を経て、2015年より現職／著書に

「思考としてのランドスケープ　地
上学への誘い」（2019年度造園学会

賞）「ランドスケール・ブック」「今和次郎『日本の民家』再訪」
（瀝青会として共著、2012年度日本建築学会著作賞、日本生
活学会今和次郎賞）など／2018年度東京農業大学造園大賞

「ランドスケープから“地上学”へー場への新たな概念形成と
ランドスケープの裾野を広げる多面的展開」

加藤 耕一（かとう こういち）
1973年東京生まれ／1995年東京大
学工学部建築学科卒業、2001年同
博士課程修了・博士（工学）／2002～
2004年東京理科大学理工学部助手／
2004～2006年パリ=ソルボンヌ大
学客員研究員／2009～2011年近畿
大学工学部講師／2011年東京大学大
学院工学系研究科准教授／2018年～
同教授／主な著書：『時がつくる建築

　リノベーションの西洋建築史』（東京大学出版会、2017）、『ゴ
シック様式成立史論』（中央公論美術出版、2012）、『「幽霊屋敷」
の文化史』（講談社現代新書、2009）／主な受賞：日本建築学会賞

（論文）（2018）、建築史学会賞（2018）、サントリー学芸賞（芸術・
文学部門）（2017）、日本建築学会奨励賞（2004）他
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西田 司（にしだ おさむ）
1976年生まれ／使い手の創造力を
対話型手法で引き上げ、様々なビル
ディングタイプにおいてオープンで
フラットな設計を実践する設計事
務所オンデザイン代表／近作に「ま
ちのような国際学生寮 」「 TOKYO 
MIDORI LABO.」など／東京理科大
学准教授／ソトノバパートナー／
編著書に「オンデザインの実験」「楽

しい公共空間をつくるレシピ」「タクティカル・アーバニズム」
「小商い建築、まちを動かす！」

西田 司
今年度はじめて賞の審査に加わったが、大変エキサイ
ティングな議論であった。審査の前に「これからの」
が何を示すのか？（設計なのか、取組内容なのか、年
齢なのか）と朧げに考えていたが、エントリー作品を
一つ一つ読み込み、議論を重ねてみると、「これから
の」が、仕組みの開発であったり、職能の拡張であっ
たり、新しいタウンアーキテクトのあり方であったり
と、作品の切り口は多岐にわたり、審査する側が試さ
れているような審査会であった。印象的な作品を幾
つか紹介すると、「町会長建築士が取り組む下町まち
づくり」は、決して若手ではない金谷氏が取り組む町
会長としてのまちづくりと設計で、20年以上かけて
墨田のものづくりとまちづくりをサポートし続けて
いる実践は、これからのタウンアーキテクトのモデル
になるような事例であった。「石ころの庭」は、印象的
なランドスケープの写真に目を奪われがちであるが、
背後にある建築現場のマテリアルフローが秀逸で、
アップサイクルというより、タイムシェアに近い感覚
をもった取組である。「ニューマチヅクリシャ」は、審
査員全員の共感を得た若手建築家と商店主、キュレー
ター、まちづくり専門家チームの提案で、デザインも、
場の設計も、取組内容も、webなどの活用も、どれも
実用的かつ実践的で、ここからの動きを注目したい。

高井 啓明
今回は17件の応募があった。大きく分けると、地域
の街づくり系（タウンマネージャー、区のまちづく
り、既存タウン再生）、新築・改築の事例系（小学校
改築、障害者就労支援施設、店蔵の再築、伝統芸能
劇場への改修、町民施設竣工後のみまもり組織、コ
ミュニティライブラリー）、地域密着型街路系（杉
並、本郷、商店街ライトアップ）、役割拡張系（建築
協定、工務店における職業教育、マンション管理コ
ンサル）、資材活用系（石ころ、既存ガラス）、他にも
海外輸出教育（カイロ旧市街）の実績提案があった。 
私の観点からは、改修によるオペレーショナルカーボン
削減、建設時カーボン削減の視点からの提案は残念な
がら無かったが、既存利活用や改修の提案があり、建設
時カーボン削減に大きくつながっている。資材として
石ころを途中下車させ庭に活用した事例はユニークで、
仮設建築などへの応用の可能性を感じた。既存改修では
再生建築の優秀事例が複数あり、その中から既存資材活
用も考慮の上、コミュニティライブラリーが選ばれた。 
全般的に建築作品をつくり完成させることから脱却し、
新しい建築士像を目指している提案がほとんどで、選
考審査では議論も白熱し、再チャレンジを期待して選
外とする提案もあったことを付記したい。次回以降の
提案に期待したい。

高井 啓明（たかい ひろあき）
1982年竹中工務店入社、2001年設
計部設備部門マネージャー、2015
年から設計本部プリンシパルエンジ
ニア（環境）／専門分野は建築環境
設計／国交省建築環境部会委員、日
本サステナブル建築協会理事、空衛
学会理事（歴任）、CASBEE研究開発
委員会委員、日建連カーボンニュー
トラル設計専門部会主査等／表彰
は、井上宇市記念賞（2021）、稲門

建築会特別功労賞（2022）、空衛学会賞技術賞、サステナブ
ル建築賞、カーボンニュートラル賞、ASHRAE Technology 
Awards First place Winnerなど多数

（株式会社 竹中工務店 設計本部
  プリンシパルエンジニア） （オンデザイン代表／東京理科大学准教授）
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第9回これからの建築士賞 作品講評

石
こ
ろ
の
庭

岩
瀬 

諒
子
、遠
藤 

郁

1

京都にある公共の劇場の中庭に、仮設の屋外演劇ステージと観客席を

設けたプロジェクトである。材料として建設現場で使われる予定の砕石

が用いられた。現代的な日本庭園の石組みを思わせるその配置や造形の

巧みさもさることながら、仮設のための資材を「安く買って使い捨てる」

のではなく、流通する建材を（作者の言葉を借りると）「途中下車」させる

という発想に驚嘆した。建築生産の仕組みへの理解と洞察、建材の知識

と素材の探求を通して提示された従来の建材を用いた新しい表現、空間

の意匠や利用者の介入の誘発など、建築士に求められるスキルが充分に

発揮されつつその拡張に向かう「これからの建築士」の仕事と呼ぶにふ

さわしい。

石川 初
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第9回これからの建築士賞 作品講評

荻窪の駅前商店街にて、駅前の大通りから商店街の突き当たりの地域

の病院まで、割り箸と輪ゴムのパンタグラフ構造でつくられた全長２

km にわたる青い光の天井をつくり出したインスタレーションである。

折りたたみ可能で、移送・搬出入が容易な軽く安全な構造であり、イベ

ント終了後には破損した割り箸を製紙会社でパルプ原料化する筋道ま

で立てたところが徹底している。夜空に光るブルーライトは、コロナ禍

における医療従事者への応援メッセージであり、都市空間に対する建築

的操作が、地域社会と結びつく成功例となった。商店街関係者に請われ

て、このイベントがすでに過去３年継続している点も高く評価できる。

今後のさらなる発展に期待したい。

加藤 耕一
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いわゆる下町の住宅密集地に事務所と自宅を構え、当事者として地域活

動に携わっている建築士である。町会長として地元に関わりつつ、防災井

戸を設けて「井戸端」を作る、町にゲストハウスを設けて観光客を呼び込

む、資金計画まで立案して町会会館を建て替えるなどの仕事をこなしてい

る。紹介されているこれらの仕事は、その土地と社会の問題を分析し、潜

在する資源の可能性を引き出し、その場所に合った形で組み立て運用する

という「建築」のプロフェッションが拡張的に応用されたものだ。紹介され

たプロジェクトの様子の多様さも、あくまで地元の事情が優先されたこと

を示唆するものだろう。敬意を込めて「建地区士」とお呼びしたい。

石川 初

3

第9回これからの建築士賞 作品講評
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上池袋の 2 階建て事務所を、元大学教授の蔵書を起点としたコミュニ

ティライブラリーに改修した事例。民間施設に公共性を持たせることが

テーマとなり、建築士 2 人は、地元建材卸企業、元大学教授、編集者、実

業家、構想家の多様な意見を建築に反映する建築のディレクターを務

め、彼らに伴走している。地域の子安稲荷神社参道の軸線を 1 F 広場ま

で引き込み、建物内の公共性を顕在化。古材ガラスの再利用、可動式大

型木製窓、既製家具の活用、新設窓ガラスの熱性能、木製本棚の製作と

可動配置など、さまざまな工夫が見られる。地域に根差した運営を目指

し、トークセッション、読書会やマルシェ、アートの展示、シェア型の

書店・キッチン・オフィスが始まっている。既存利活用と改修は、建設

時カーボン削減に大きく貢献している。また公共性を伴うアクティビテ

ィ創出に尽力し、建築士の領域を大きく拡大しており、これからの建築

士賞に値すると評価する。

高井 啓明
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第9回これからの建築士賞 作品講評
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都市再生のテーマの一つである全国につくられたニュータウンのこれ

から。応募案では、ニュータウンの共有部である近隣センターを積極的に

活用し、多くのプロジェクトと場所を生み出し続けているエネルギーが

素晴らしい。背景にあるニュータウンのポテンシャルに対する深い洞察

と、持続的な取組にしていく手法や姿勢がどれも、等身大で、かつユニー

クさやデザイン性を持っていることで、巻き込まれている人や地域がジ

ワジワと増え続けている印象であった。全国にあるニュータウンに対し

て、素晴らしいモデルとしても紹介したい。

西田 司
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第9回これからの建築士賞 作品講評
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